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Ⅰ．研究の概要 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

Ⅱ．実践研究の経過と成果 

主題設定の理由 

社会的背景から   ・・・２０２０年,東京オリンピック開催に向けて,運動することの意義がクローズアップ

されていくことが考えられる。また,2017学習指導要領の評価の観点の１つである

「思考力,判断力,表現力等」では、他者と協働したり、考えを伝え合ったりするた

めに必要な資質や能力であるとしている。 
子どもたちの現状から・・・全国体力・運動能力調査の結果によると、運動する児童としない児童の二極化傾向

が引き続き見られている 
前年度までの研究から・・・子どもたち自身が課題に気付き、主体的に運動学習を進めていく上で、その課題に

ついて協働しながら解決できる授業にしていく必要がある。 

目指す子ども像 

・運動に親しみ、学び合える子ども 
・お互いに関わり合いながら遊びを工夫できる子ども 

研究内容１ 

子ども同士が高め合うためにどのような

学びの場が有効か考えた授業作り 

  

研究仮説 

  体育の授業の中で、運動に親しみ、学び合いの場面を取り入れることで、体育の楽しさを味わ

うことができるようになると考える。 

研究主題 

運動に親しみ、学び合い、高め合える子どもの育成 

研究内容２ 

子ども同士が関わり合える運動遊びの実

践検証 

  

研究方法 

 １．平成３０年、３１年の２ヵ年計画とする。 

 ２．各市町村の研究計画と調整を図り、推進委員研修会において共通理解を深めながら同一課題を持って研究を

進めていく。 

 ３．石教研第二次研究協議会において、中心サークル（今年度は石狩市）は、公開授業および、資料提供をす

る。これをもとに、今までの各自の実践の成果と課題を踏まえながら、全会員で論議し、仮説検証する。（公

開授業は１～３年生で１授業、４～６年生で１授業） 

 ４．会員の実践記録を編集・製本し、『指導案集第４２集』として発行する。 

 ５．互いの資質向上のため、会員のニーズに応じた実技・理論研修会を開催する。 

 ６．役員研修会、推進委員研修会を効果的に配置し、円滑に研究推進が図れるように配慮する。 



 Ⅱ．研究の概要 

１．実践研究の経過 

 （１）研究経過 

   ４月１０日  石教研第一次研究協議会       （江別市立江陽中学校） 

          第１回推進委員研修会 

          第１回役員研修会 

   ５月１７日  第２回役員研修会          （北広島市立西の里小学校） 

          第２回推進委員研修会 

   ７月１０日  実技・理論研修会          （北広島市総合体育館） 

   ７月１９日  新入会員研修会           （江別市立大麻小学校） 

７月２０日  第３回役員研修会       （石狩教育研修センター） 

          第３回研究推進委員会      

８月２４日  第４回役員研修会          （石狩教育研修センター） 

   ９月     各市町村二次研究協議会       （各市町村授業校） 

   ９月２８日  第５回役員研修会          （石狩教育研修センター） 

        拡大役員研修会 

  １０月１２日  石教研専門部会第二次研究協議会   （石狩市 緑苑台小学校・花川小学校） 

  １１月２２日  第７回役員研修会          （北広島市立東部小学校） 

   １月     第４回研究推進委員会 

          第８回役員研修会 

   ２月     各市町村三次研究協議会 

   

  （２）研究成果    

 今年度は,第２６年次研究一年目にあたる。今年度より『運動に親しみ,学び合い,高め合える子どもの育成』を

研究主題とし,「子ども同士が高め合うためにどのような学びの場が有効かを考えた授業作り」、「子ども同士が関

わり合える運動遊びの実践検証」を研究内容としてきた。 

授業実践・検証の場においては一つ目を中心に据えた。「他者と解決方法を探求したり,課題に対して共有し探

求させたりする」ために,『学び合い』の場面を授業の中に取り入れることとした。そのために,「学び合い」「高

め合い」「運動に親しむ」が相互に関わる指導計画になるよう力を入れた。子ども達同士が多様な関わりができ

るような場を設定したことで,主体的に学ぶ姿が見られた。 

昨年度に引き続き,指導と評価の一体化を図るために,評価規準に具体性を持たせ,学習内容に即した評価規準

を設定することとした。そうすることで,指導者と児童が課題を共有することができ,指導者が児童に身に付けさ

せたい力は何か,児童自身がどのように運動に取り組んでいけばよいのか,見通しが持てる学習展開へとつなげる

ことができた。 

 二つ目に関しては、指導案集やレポートが実践の財産となった。第二次研究協議会では学校や学級で実践して

いることを中心に話し合ったことで,実践内容や児童の様子などを交流でき,児童の体力向上が課題である中,その

課題解決に向けて,とても有意義な時間となった。 

 



２．専門部会第二次研究協議会での交流 
  (１)専門部会第二次研究協議会での交流内容 

  ①授業公開の様子 

 
３年生 単元「器械運動 ～マット運動～」 
授 業 者：Ｔ１ 浅野 千里教諭（石狩市立緑苑台小学校） 
      Ｔ２ 庄司 圭佑教諭（石狩市立緑苑台小学校） 
本時の目標 

○自分の力に合った課題をもち、技ができるようにする。 
本時の様子 

主なねらい・学習活動 教師の指導・支援（○）・学習評価（◎） 
１． 準備運動を行う。 
 
２．エンジンタイム。 
 ・今までに学習した技を振り返る。 
 
 
 
３．学習の仕方を確認する。 
 
 
 
 
 
４．ペアで練習をする。 
 
 
 
 
 
 
 
５．ポイントを全員で確認する。 
 
 
 
 
 
６．練習をする。 
 
 
 
 
 
７．本時の学習を振り返る。 
 
 
 
 
 

 
 
○特に復習させたい技を練習させる。（ペア活動）  
 
 
 
 
○ペアで運動のポイントをやりとりすること,組み合わ

せた技にチャレンジすることを確認させる。 
○ワークシートを使わせる。 
 

 

 

○スモールステップの場を設定し,運動量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

○運動のポイント,上達したところなどを言語化して、

アドバイスをさせる。 

 

 

 

 

○補助を入れたり,前向きな声をかけたりすることで,意

欲的に取り組ませる。 

◎自分に合った課題をもち,技ができる。（技能） 

 

 

○振り返りカードを記入させる。 

○ペアで交流させる。 

 

 

 

 

 

 

 

運動のポイントをたしかめながら,技をみがこう。 

ワークシートを含めたシールの活用,掲示物,コース設定を

工夫したことで,児童が主体的に技に挑戦できていた。互

いに認め合っていた。 

技のポイントを大きく書いて掲示していくことで,子ど

も同士のアドバイスもしやすかった。 

子どもを補助しながら,運動のポイントに沿って

わかりやすい言葉で声かけをしていた。Ｔ１,Ｔ２の

役割も明確になっていた。 



（２）低学年授業分科会での協議内容 

 

１）授業者・共同研究者から 

  多くの先生方がいるので緊張気味だったが,楽しそうに活動していた。 

  場の設定に留意し,サイコロを使用したり,マットを２枚にしたりして, 

  児童の意欲と運動量を確保することに努めた。テレビの動画にも自分達 

  から進んで確認していた。技に挑戦しようとする児童が増えた。 

ペアで話しやすいよう,本時までに技のポイントを教え合う活動を取り 

入れてきた。更なる学習意欲向上のために,次時へ向けて「オリンピッ 

クコース」を設定している。 

 

２）成果と課題 

授業の視点①・・・ペアでチャレンジシールの到達度を確認したり,映 

像を観たりすることは,運動のポイントを確かめる 

ために有効だったか。 

  授業の視点②・・・スモールステップの練習の場づくりは,運動量の確 

保や運動の技能を高めるために有効であったか。 

 

[成果] 

・視点①について 

○動画を使ったことで,児童の活動もスムーズになり,意識させるポイントも明確になっていた。 

 ○シール（到達度を表す）やサイコロを取り入れたことで,主体的に運動に取り組み,技能の習得につながっていた。 

  

 ・視点②について 

 ○マットなどの物の配置,それぞれのコースにポイントを置いておくなど,ペア活動が主体的になるよう工夫されてい

た。発展した技にも挑戦できる場も有効だった。 

 ○ペア活動にしたことで,運動量が確保されていた。 

 

[課題] 

・視点①について 

△３年生にとっては目標や技が多かった。技の系統性を大事にしていった方がよいのではないか。 

 

３）助言者から 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

かった。 

 □運動の二極化が顕著な中、神経系の発達が著しいこの時期に様々な運動経験をさせていくことが重要。 

高学年ブロック  



 ①授業公開の様子 

 

４年生 単元「ベースボール型ゲーム ～ティーボール～」 
授 業 者： 長谷川 徹 教諭（石狩市立花川小学校）  

 
本時の目標 

○アウトにするために自分たちで立てた作戦を実行しようとする。 
本時の様子 

主なねらい・学習活動 教師の指導・支援（○）・学習評価（◎） 
１． 準備運動をする。 
２． 課題を確認する。 
 
 
 
３． 作戦と練習を確認する。 
 
 
 
 
４． 基礎練習をする。 
・ボール回し ・声出しキャッチ＆パス  
・ワンバウンド送球 
 
５． 練習ゲームをする。 
  
 
 
 
 
 
６．練習ゲームの振り返りをする。 

 
 
 
 
 

 
 
 

７．ゲームをする。 
 
 
 
 
 

８．学習を振り返る。 
 
 
 
 

９．次時の見通しをもたせる。 

 
 
 
 
 
○グループで前時までの作戦や練習を掲示しておく。 
 
 
 
 
○アドバイスをし合うために,チームで行わせる。 
 
 
 

○一体感が出るよう,チームでの声かけを行うように話

をする。 

 

 

 

 

 

○作戦が実行できているかを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

作戦を実行し,アウトにしよう。 

コートを複数作ったことで運動量を確保し,考えた作

戦を実行できるように場の設定を工夫していた。 

グループの課題をしっかり捉えていることで,解決の

ためにどのようにすればいいのかを考えていた。 

うまくできたことを中心とした話し合いになってい

た。また、「ランナーを確実にアウトにするためには

…」と作戦がより具体化されていた。 

友達の良い動きを見つけようとする姿勢がどの子に

もあった。教師が守備面での声かけを行ったことで,
児童が振り返るポイントも明確になっていた。 

児童同士の声かけが活発で,各グル

ープの作戦を意識した言葉が出てい

た。 

バットをかごに入れたら『１点』と

いうルールをつくり,安全面にも考

慮していた。 



（２）高学年授業分科会での協議内容 

１）授業者・共同研究者から 

  昨年度はバックホームゲームを行い,今年度は一歩進めてフォー 

スプレーゲームを行った。子どもは攻めを好むが,守備に重点を 

置いて組み立てた。振り返りを大切にして,予想した以上によく 

考え,いろいろな意見を出して思いを伝え合っていた。ＭＶＰも 

理由をつけて選んでいた。 

系統性をもたせるために,この後５年生ではタッチボールゲーム、 

６年生で通常のティーボールへつながればいいと思っている。 

 

２．成果と課題 

 授業の視点①・・・作戦を立て,実行し,振り返ることは子どもたち 

同士が高め合う学びの場として有効だったか。 

   授業の視点②・・・ゲームの際,児童への働きかけは,子どもたちの 

            思考を深めるのに有効だったか。 

 

[成果] 

・視点①、②について 

○課題の意識づけがよくできていた。振り返りでも,守備に関する反省がメインでよかった。 

○児童の言葉を大事にしており、どれを取り上げて全体に広げていくかをしっかりと選んでいた。それにより,チー

ムでの声かけが活発になっていた。 

○子どもたちは「作戦」を一生懸命立てていた。それが楽しさになり,「来てよかった！」とさらに意欲が湧いてく

る授業であった。 

 

[課題] 

・視点①、②について 

○作戦とは、「関心・意欲」なものなのか,「技能」を求めるものであるのかを明確にして指導する必要があると感じ

た。 

○技術ポイントの視点を示してあげられれば,さらに高まった交流になったのではないか。 

 

３）助言者から 

 ○練習を選択させたことで,自己,グループでの課題解決につながっていた。 

 ○結果ではなく,過程を褒める声かけがよかった。 

 ○教師の意図や思いがしっかりと計画に入っていた。 

 △チームに対する課題は良かったが,個人に対する課題はどうだったのか。 

 △振り返りの中で,ゲームを通して作戦はどうだったかを考えることが,さらなる高め合いになっていく。 

 

(３)研究内容についての交流内容 
 

１．「子ども同士が高め合うためにどのような学びの場が有効か考えた授業作り」 

 

〔成 果〕 

○各市町村・各学校において,研究内容を意識した授業実践を積み重ねることができた。 

○児童の課題を事前に把握しておくことで,教師の支援すべき内容が明確になり,児童のできる喜びや,できたときの達



成感につなげることができた。 

○「単元を通して身に付けさせたい課題」を明確にしたことや指導と評価の一体化を図るために、評価規準に具体

性を持たせ、学習内容に即した評価規準を設定することで、指導者と児童が課題を共有することができた。また、

指導者がどんな風に教材と向き合い、子どもたちがどのように運動に取り組んでいけばよいのか、見通しの立つ

学習展開へとつなげることができた。 

○教師の具体性がある声かけによって、子どもたちの思考を深め、技能向上へつながっていくということが再確認

できた。声かけは、本時の目標に沿い、子どもをどのように変容させたいのかを考えた上で、タイミングよく発

することの大切さを共通理解できた。 

 

 〔課 題〕 

○課題を解決するために、様々な手立ては必要であるが、体育の教科特性を考えたときに、やはり運動量を前提と

した場の設定やルールの工夫が重要である。 

 ○今後へ向けて、いつ、どのように子どもたちに思考させる場面を作るか、共通理解を図っていく必要がある。 
 

２．「子ども同士が関わり合える運動遊びの実践検証」 

 

〔成 果〕 

○研究内容を意識した実践レポートを、指導案集に多数掲載し、交流することができた。 

○各学校で、朝の時間や、中休み、昼休み等で縄跳びや持久走などの継続した取組が行われ、環境作りの工夫が見

られた。 

○昔の遊びや遊具も低学年には効果的である。 

 

 〔課 題〕 

○児童数の多い学校では、運動をする場の確保が難しい。 

○普段から運動に親しませるには、場の工夫が必要であり、常に使用できることが条件となる。 

 ○各学校、子どもたちが、遊びながら体力向上が図れる手立てを継続的に考えていく必要がある。 

 

Ⅲ．教育課程研究 

 研究の経過 

石狩管内小学校教育課程展開編を実際に活用してみての意見・感想を部会員から募った。改善点などは具体的に上 

がってこなかったが、これからも、より実生活や人とのつながりを重視した教育課程になるよう検証していく。ま

た、学習指導要領改訂に伴い、変更や付加のあった部分について今後も資料を収集し、吟味していく。 

 

 

 

 

 
Ⅳ．実技・理論研修会 

  

研修の内容：「子どもたちの体力向上を目指して」    

講師：安宅 寛法 氏 （一般社団法人 アクトプロジェクト アシスタントマネージャー）  
    

７月２０日（木）に北広島市立総合体育館において、寺島聖人氏を講師に迎え『子どもたちの体力向上を目指

して』という内容で実技理論研修会を行った。始めに動的ストレッチを行い、運動パフォーマンスを上げるための



ウォーミングアップの仕方について学ぶことができた。その後、今研修の核であった「スポーツ鬼ごっこ」の実技

を行った。 
参加者からは「すぐに授業に活用できそうな教材だ。」「運動量が確保されている場の設定のため、体力向上に

つながる内容だ。」「特別な教具を用意しなくてもすぐに取り組めそう。」などの感想が多く聞かれた。 

ニュースポーツは体育授業の可能性を広げてくれることを感じ取れたり、現場ですぐに活用できそうな内容で

あったりということで、とても有意義な時間になった。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 

 

【 成 果 】  

 ○研究主題に対して、各市町村で同一の課題を設定して、連携しながら研究を進めていくことができた。 
○「課題を解決するために、どのような教師の支援が有効か」「普段から運動に親しませることのできる環境作り」

という２点の研究内容を部会員全員が共通理解を図り、多くの実践を残すことができた。 

 ○児童の実態把握に努めることで、技能的な課題やどんな力を身に付けさせたいのかが明確になった。そのことに

より、指導計画の立案や本時の授業案づくりがしやすくなった。 

 ○教師側からの適切な声かけをすることで、子どもの活動が変容し、結果的に技術の向上につながった。指導言の

重要性に気づくことができた。 

 ○単元を通して身に付けさせたい課題や、学習活動に即した評価規準を指導案に明記することにより、指導者も子

どもも見通しが持てる学習が展開できることにつながった。 

 ○今年度部会員によって実践された指導案や各学校で取り組まれている「運動に親しませることのできる環境づく

り」のレポートなどがまとめられた指導案集を発行することができた。 

 

 【 課 題 】 

 ○学習指導要領改訂に沿った授業づくりが求められる。また、体育においても主体的な活動に加え、対話的な活動

を取り入れた学習展開を考えていくことが必要となる。 
○「普段から運動に親しませることのできる環境作り」に関しては、研究協議会の分科会で各学校の実践を交流す

ることが、自校にアイデアを還元できる貴重な場となっている。ただ、内容がマンネリ化しているところがある

ので、教材、教具の紹介などができるとよい。 
 ○日常の実践を今後も大切にしていき、研究主題の解明に向けて、継続した取組が必要である。 
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